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東京港臨港道路南北線(海底トンネル) の沈埋函沈設が 

７月６日に完了します 

～報道機関を対象とした現場見学会の開催～ 
 

○ 東京港湾事務所では、国際コンテナ戦略港湾である京浜港の一翼を担う東京港において、

円滑な物流機能を確保するため、中央防波堤地区と有明地区を結ぶ海底トンネル『臨港道路

南北線』（別紙１）の整備を進めています。臨港道路南北線は、東京 2020大会の際には、関

係者輸送ルートとしての活用も想定されています。 

 

○ 臨港道路南北線では、沈埋函を海中に沈めて設置（沈設）する沈埋トンネル工法を採用し

ています。沈埋函は 7函（1号函～7号函）を沈設します。1函あたりの延長は 134mであり、

これまでに国内で製作された沈埋函の中で最長となります。 

 

○ このたび、最終の沈埋函（６号函）を沈設し、海底トンネル部分が貫通する予定ですので、

報道機関の皆様を対象とした現場見学会を開催致します。 

 

○ 合わせて、工事関係者による貫通式を行います。 

 

【現場見学会の概要】※詳細は別紙２をご覧下さい 

集合日時：令和元年７月１１日（木）１２：５０ 

集合場所：国土交通省関東地方整備局東京港湾事務所（別紙２） 

見学箇所：東京港臨港道路南北線工事現場 
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東京港臨港道路南北線について 

 

東京港では、青海縦貫線等において、コンテナ車両等の集中により、交通量が容量を大きく

上回る状態となり、渋滞が頻発しています。また、現在、中央防波堤地区では新しいコンテナ

ターミナルの整備が進んでおり、今後コンテナ車両等が更に増加することが見込まれています。

このため、中央防波堤地区と有明地区を結ぶ臨港道路南北線の整備を進めています。 

なお、臨港道路南北線は、東京2020大会の際には関係者輸送ルートとしての活用も想定さ

れています。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京港臨港道路南北線の位置            青海縦貫線の渋滞状況 

 

【工事の概要】（沈埋トンネル工法） 

・沈埋函は造船所のドック等で製作し、完成後、現地に曳航し、海中に沈めて設置（沈設）。 

・本事業では7函（1号函～7号函）を沈設。 

・1函あたりの延長は134m。これまでに国内で製作された沈埋函の中では最長。 

 

沈埋函の大きさ 

別紙１ 

今回沈設が完了

する最終沈埋函 



現場見学会について 

 

１．集合 

日時：令和元年７月１１日（木）１２：５０（受付は１２：３０開始） 

場所：国土交通省関東地方整備局東京港湾事務所（下記参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．当日のスケジュール 

13:00～13:30 東京港湾事務所会議室にて事業概要、本日行程、取材上の注意点の説明  

13:30～14:00 安全用具装着後、マイクロバスで見学会会場へ移動 

14:00～14:30 【見学会】 主要工事箇所の工事概要の説明及び見学 

14:30～15:30 【貫通式】 工事関係者による貫通式 

15:30～16:00 現地から東京港湾事務所へマイクロバスで移動・安全用具返却後、解散 

 

３．その他 

１）取材申し込み 

取材をご希望される報道関係者の方は、令和元年７月８日（月）１６：００までに所定

の取材申込書（別添）を用い、FAXでお申し込みください。 

※移動に係るマイクロバス定員の関係上、必ず事前のお申込みをお願いいたします。 

  ※お申込者数が定員を超えた場合は、人数調整をさせて頂くこともございます。 

２）当日の服装 

工事現場内に立ち入るため、服装・お履きものは歩きやすいもの（長ズボン、スニーカ

ー等）でご来場ください。（半ズボンやスカート、ヒールでのご来場はご遠慮ください。） 

また、衣類やお履きものが汚れる場合もありますので、予めご承知おき願います。 

   なお、見学に必要なヘルメット、反射帯は、当局で用意致します。 

３）取材時の注意事項 

現地での取材は、担当者の注意、指示に従ってください。 

４）気象・海象状況による工事工程の変更や、当日の天候等により、見学会を延期させていた

だく場合があります。その場合は、お申し込みいただいた報道機関のご担当者様あてにご

連絡致します。 

東京港湾事務所 

別紙２ 



【別添】                             

取材申込書 

※申し込み期限：令和元年７月８日（月）１６：００ 

関東地方整備局 東京港湾事務所 総務課 総務係 宛 

FAX 番号：０３－５５３４－１３６９ 

７月１１日 東京港臨港道路南北線事業 沈埋函沈設にかかる取材 

報 道 機 関 名  

 

所属記者クラブ  

 

担  当  者  名  

 

連 絡 先、部 署  

 

電  話  番  号 
 

※緊急時に連絡可能な電話番号をご記入ください。 

取材体制（人数） 

 

 

             名  

動画撮影 あり   ・   なし 

連  絡  事  項 

 

※当事務所には、十分な駐車スペースがございませんので、お車でお越しの際は、近隣駐車場をご利用 

  下さい。 

※ご提供いただいた個人情報は、行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律にのっとり、本件に 

関する連絡のみに利用し、厳正な管理により取り扱います。 

 ※FAX 送信時にご一報下さるようお願いいたします。 

■問合せ先 

   国土交通省 関東地方整備局 東京港湾事務所 

（工事に関すること）   副所長（技術）  渡部 武士 

先任建設管理官   澤田 一洋 

   （取材申込みに関すること）副所長（事務）  高谷 浩一郎 

                総務課長     山田 勝実 

電   話  ０３－５５３４－１３６０（代表） 

さわだ   かずひろ 

わたなべ  たけし 

やまだ   かつみ 

たかや   こういちろう 




